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紹

介
高
山
善
行
・
青
木
博
史
・
福
田
嘉
一
郎
〔
編
〕『
日
本
語
文
法
史
研
究
1
』

坂

井

美

日

『
日
本
語
文
法
史
研
究
』
は
、
日
本
語
文
法
史
分
野
初
と
な
る
継
続
誌
で

あ
る
。
今
回
取
り
扱
う
の
は
、
そ
の
創
刊
号
で
あ
る
。

刊
行
の
背
景

日
本
語
の
歴
史
的
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
、「
国
語
学
」
と
い
う
伝
統
分
野

に
お
い
て
継
承
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
研
究
は
、
日
本
の
有
す
る
豊
富
な
文
献

資
料
と
、
そ
れ
ら
を
適
切
に
扱
う
文
献
学
的
技
術
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
も
と

に
構
築
さ
れ
た
綿
密
な
デ
ー
タ
の
も
と
、
帰
納
的
に
論
を
構
築
す
る
と
い
う

実
証
的
方
法
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
手
堅
い
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

さ
れ
て
き
た
日
本
語
の
歴
史
は
、
日
本
語
の
研
究
だ
け
で
な
く
、
言
語
そ
の

も
の
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
も
重
要
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
お
り
、

世
界
的
に
注
目
を
集
め
て
い
る
。
今
日
で
は
、
国
語
学
分
野
以
外
の
研
究
者

も
日
本
古
典
文
献
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
日
本
語
史
研
究
は
、
よ
り

開
か
れ
た
研
究
分
野
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

そ
の
よ
う
な
動
き
に
伴
い
、
国
語
学
側
も
情
報
を
発
信
す
る
必
要
が
出
て

き
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
古
典
文
献
の
複
雑
な
事
情
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
、

そ
し
て
何
よ
り
国
語
学
側
の
最
新
の
成
果
を
、
他
分
野
の
研
究
者
と
共
有
し

て
い
く
段
階
へ
と
進
み
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
創
刊
号
前
書
き
に
よ
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請
を
受
け
て
、
日
本
語
文
法
史
研
究
の
情
報
を
発
信

す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
も
の
が
、
こ
の
『
日
本
語
文
法
史
研
究
』
で
あ
る

と
い
う
。

構
成本

書
は
基
本
的
に
は
論
文
集
で
あ
り
、
創
刊
号
に
は
十
本
の
論
文
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
国
語
学
に
お
け
る
日
本
語
文
法
史
研
究
の
最
新

の
成
果
で
あ
る
。

ま
た
、
本
書
の
特
徴
の
と
し
て
、「
テ
ー
マ
解
説
」「
文
法
史
の
名
著
」

「
文
法
史
研
究
目
録
」
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
テ
ー
マ
解
説
」
で
は
、
日
本
語
文
法
史
の
特
定
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
や
今
後
の
展
望
が
解
説
さ
れ
る
。
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

的
な
意
図
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
専
門
家
が
読
ん
で
も
十
分
有
益
で

あ
る
。

「
文
法
史
の
名
著
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
は
、
い
わ
ゆ
る
書
評
で
あ
る
が
、

名
著
と
称
さ
れ
る
必
読
文
献
を
扱
う
点
が
特
徴
で
あ
る
。
国
語
学
の
基
本
文

献
を
紹
介
し
、
今
日
の
目
か
ら
再
評
価
を
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
い
う
、

ま
さ
に
温
故
知
新
の
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。

「
文
法
史
研
究
文
献
目
録
」
は
、
直
近
二
年
間
（
創
刊
号
の
み
三
年
間
）

の
、
日
本
語
文
法
史
の
著
書
・
論
文
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
刊
行
が

停
止
さ
れ
た
『
国
語
学
年
鑑
』
に
代
わ
る
も
の
と
い
う
位
置
づ
け
と
い
う
。

い
ず
れ
も
、
日
本
語
文
法
史
の
研
究
情
報
を
発
信
す
る
上
で
、
非
常
に
有

効
で
あ
る
。

創
刊
号
目
次

『
日
本
語
文
法
史
研
究
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
』

被
覆
形
・
情
態
言
・
形
状
言
・
状
態
性
語
基

小
林
智
一
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『
万
葉
集
』
の
〜
ム
カ
に
つ
い
て

近
藤
要
司

古
代
語
の
動
作
主
標
識
を
め
ぐ
っ
て
―
助
詞
イ
と
石
垣
法
則
―

竹
内

史
郎

モ
ノ
ゾ
文
に
よ
る
推
量
表
現
の
成
立

勝
又
隆

中
古
語
指
示
副
詞
「
か
く
」
の
照
応
用
法
―
「
枕
草
子
」「
源
氏
物
語
」

を
資
料
と
し
て
―

西
田
隆
政

中
古
語
の
非
接
続
叙
法
体
系

福
田
嘉
一
郎

日
本
語
の
過
去
表
現
の
構
造
と
そ
の
変
化

黒
木
邦
彦

引
用
句
派
生
の
例
示

岩
田
美
穂

モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
「
ラ
シ
イ
」
の
成
立

山
本
佐
和
子

ク
ル
型
複
合
動
詞
の
史
的
展
開
―
歴
史
的
観
点
か
ら
見
た
統
語
的
複
合

動
詞
―

青
木
博
史

【
テ
ー
マ
解
説
】
助
動
詞
の
相
互
承
接

小
田
勝

【
文
法
史
の
名
著
】
阪
倉
篤
義
著
『
日
本
語
表
現
の
流
れ
』
高
山
善
行

日
本
語
文
法
史
研
究
文
献
目
録
2009-2011

索
引

執
筆
者
紹
介

（
ひ
つ
じ
書
房
・
二
〇
一
二
年
十
二
月
、
二
六
六
頁
、
四
，
〇
〇
〇
円
）

（
さ
か
い
・
み
か

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
・

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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